
団体紹介・自己紹介
OasisRに参加している団体の紹介です。



認定特定非営利
活動法人UNE

認定NPO法人UNEは、16

年前から千秋の信濃川河川
敷で障がい者や生活困窮者
の方々と農作業を通して活
動を行ってきました。
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福祉市民体験農園では利用
者のみなさんが気持ちよく活
動できるよう、圃場をトラク
ターで耕耘して畑の準備や、
共用地の除草作業などの整備、
をUNEの利用者の方と共に作
業をしています。
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認定特定非営利
活動法人UNE

 年間5回の野菜の植えつけや収穫
体験等のイベントを企画、運営し

ています。

 イベントを通して福祉市民体験農

園に集まる様々な立場、業種の

方々の交流の場となり、農業の大

切さを学ぶ場を提供しています。





社会福祉
法人新潟
カリタス
会の紹介

• 児童養護施設（聖母愛児園定員36名、新潟天使園定員
40名）
• 児童福祉法第41条
保護者のない児童、虐待されている児童その他環
境上養護を要する児童を入所させて、これを養護し
、あわせて退所した者に対する相談その他の自立の
ための援助を行うことを目的とする施設とする。

• 乳児院（聖母乳児院定員27名）
• 児童福祉法第37条
様々な理由で保護を必要とする乳幼児を24時間体
制で養育するとともに、退院した者への相談その他
の援助を行う

• 放課後児童健全育成事業(見附市委託事業：学童保育)

・あすなろ児童クラブ（定員）

・あすなろ第二児童クラブ（定員）
• 地域支援センター

・見附地域支援センター(聖母乳児院、聖母愛児園)
・地域支援センター「コミッテ」(新潟天使園)

聖母愛児園



市民協働センター
 2019年9月、市民協働センター有志があ
つまり、Oasis Rをお借りしてきょうど
う畑をスタート。

 はじめは、道具も揃わず見よう見まねで
畑を耕すも、耕作放棄地で硬くなった土
を耕すだけで精一杯でした。



市民協働センター

 2019年10月、まさかの信濃川が洪
水となり、畑も水没してしまいまし
た。

 初年度は自然の厳しさを思い知らさ
れたスタートでしたが、翌シーズン
に向けて俄然やる気がでてきまし
た!



フードバンク
ながおか
• ⾧岡地域においては2014年から「フードバンクに
いがた⾧岡センター」として、多くの市民、企業、団
体の皆様に支えられて活動を行ってきました。

• 2021年4月からは、これまでの活動をより地域に密
着した活動とするため、「フードバンクながおか」を
設立し活動を行っています。



フードバン
クながおか

• フードバンクは、まだ安全に食べられる
のに、さまざまな理由で企業や家庭で使わ
れなくなった食品を寄贈いただき、食べ物
を必要としている福祉施設・団体や個人へ
とどけることで、食品本来の価値を取り戻
し、有効利用されるような循環を生み出す
活動です。



連合中越
• 連合は労働組合のナショナルセンターで、中越地域
協議会はその地域組織です。
• 連合中越は、⾧岡市・見附市・小千谷市・魚沼市・
南魚沼市・十日町市・出雲崎町・湯沢町・津南町とい
う新潟県中越地域６市3町をエリアとし、雇用と暮らし
を守るために活動しています。
• これから賃金引き上げなどを求める春季生活闘争
「春闘」が本格化します。
• 写真は労働者の祭典メーデーで⾧岡地区は毎年5月1
日に開催しています。今年も5月1日⾧岡市立劇場大
ホールで開催します。



連合中越
• 連合中越は「農業・食料・環境問題を学
ぶ取り組み」として1997年から2015年ま
で「アジア・アフリカ救援米運動」に参加
して田植えや稲刈りなどの農作業を体験し
親子で触れあいながら、あわせて「食」・
「農業」などについて親子で一緒に考える
きっかけづくりの運動を行ってきました。
• その後、「アジア・アフリカ救援米運
動」が終了したことなどから、１７年から
見附市「そば同好会」の協力を得て「ソバ
の種まきと蕎麦打ち体験」｢ソバの刈り取
り」に切り替え２１年まで続けてきました。



ライフサポート
センター
• 新潟県ライフサポートセンターは、2021年10月
１日に旧ながおかライフサポートセンターと県内６
つのライフサポートセンターを集約しました。
• 運営は、新潟県労働者福祉協議会と⾧岡地区労
働者福祉協議会（構成団体は、連合新潟中越地域協
議会、労働金庫、こくみん共済coop、中越退職者
連合、NPO法人女のスペース・ながおか、NPO法
人地域循環ネットワーク、フードバンクながおか）
がしています。
• 労働相談・金融問題・法律問題・老後相談など、
様々な”生活”に関わる相談を受け付けています。





いつもそばにいて

ささいなことでも

本当に困ったときでも

とことん寄り添う金融機関。

お金のこと、将来のこと、

なんでも気軽に相談してほしい。

笑顔あふれる未来を

ともに創りたい。

未来で一緒に、

うれし涙を流そう。



いつでも“あなた”の一番そばで応援します！
～あなたの夢、未来、そして幸せについて本気で考えるのが〈ろうきん〉の使命です～

●商品・サービス
●社会貢献活動

●預金・ローン等のご利用
●要望・悩み

はたらく仲間 がつくった 金融機関だから

あなた
（はたらく人とその家族）

皆さまからのご利用で生まれた利益や、

はたらく仲間の声（意見・要望）が
〈ろうきん〉のチカラとなり、よりよい商品・サービス、地

域社会の“あんしん”のために役立てられています。

職場で
相談・手続き

提携ATM手数料
実質0円

提携コンビニATMなら
24時間利用可能。 土
曜・日曜もOK！

※1

生活応援セミナー
開催

●資産形成
●多重債務防止
●ライフプラン

etc.

地域への
貢献活動

●出前授業
●子ども食堂支援
●フードバンク支援

etc.

ATMのご利用について
詳しくはこちら

労働組合等の皆さん
会員だけの
優遇金利

※2

※1

会員だけの優遇金利がある
各種ローンはこちら

※2

ご利用者の声

複数のクレジットカードの返済が苦しく

なり、組合に相談したら〈ろうきん〉での

借換えを勧められました。手続き時には

組合役員が〈ろうきん〉に取り次いでく

れたおかげで、その後の手続きも安心で

したし、生活改❹に向けてじっくり相談

できたので、とても心強かったです。返

済負担も減り、一人でずっと悩んでいまし

たが思い切って相談して本当によかったで

す！



原信労働組合
 原信労働組合は、新潟県、富山県、⾧野県で
スーパーマーケットを展開する株式会社原信
の

 労働組合で、組合員総数は6,600人以上います。

 これは昨年の中央委員会の写真で、今年は2月
27日開催します。

 中央委員会は、総合労働条件闘争要求案を決
議する重要な決議機関です。



原信労働組合
 社会貢献活動として、海岸清掃を実
施しています。

 この年は上越、中越、下越の ３
会場で約140kgのごみを回収しまし
た。



OasisRでの活動紹介
OasisRに参加している団体の取り組み紹介です。



２０２３年
のイベント
概況と参加
内訳

 イベントの概況は今程配布させていただいた２０２３のイベ
ントチラシをご覧ください。

 イベントの回数は全部で7回参加者の総数は300人でした。
 イベントの様子は冒頭のスライドでご覧いただいたと思いま
すが、皆さんもまだ記憶に残っているかと思いますが、夏の
猛暑で各団体予定していた参加を取り止めた所もあり５月、
６月の参加数が減ってしまいましたが、全体を通して、これ
までで一番充実した成果を納めることが出来たかと思います。
参加団体の方々のご協力に感謝いたします。



イベントの日程
 イベントの日程は、集合、ごみ拾い、各団体、共同畑での作業、その後休憩を挟んで、
農業や信濃川、そして環境問題に関しての講和をした後、合同の農作業（ヨモギ作
業）、そして最後にみんなと一緒の楽しいお昼の食事イベントをしました。

 食事終了後は有志による秘密基地の造成、林の整備、そしてストーンアートなど子ど
もたちを対象とした作業をしました。

 いずれにしても屋外でのイベントですので天候に左右され、暑さ、そして雨を心配し
ながら、野菜の生⾧に合せて的確な作業を実施しなければならないことが大変でした。

 加えて、大勢の方々が集まりますので、それぞれの作業をしっかり算段し、小グルー
プに分け、みんなが協力し合い、老若男女ひとつの成果を目指して取り組む作業は非
常に大切であり、この行動が楽しく、そして有意義なコミュニティを築くものである
ということを実感しました。



福祉市民体験農園の目的と効果
福祉農園

 障害者のしごと起し、高齢者の生甲斐づくり、生活困窮者の居場所づくりの場

リフレッシュ農園

 農園芸を通じてのストレス解消

食の農園

 自給自足・安心安全な食べ物生産の場

食農育・体験農園

 学校の子どもをはじめ市民が農作業を体験できる場 

コミュニティ農園

 新たなコミュニティを形成する場

ホビー農園

 日常的レジャーとしての生甲斐、余暇を楽しむ

都市農村交流農園

 都市住民と農村住民が交流する場

環境保全・景観形成農園

 都市中心部の優良な緑地の確保
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【地域イベント】福祉市民体験農園
「OasisR」でサツマイモ収穫祭を行
いました！
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【地域イベント】福祉市民体験農園「Oasis R」でサ
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https://www.niigata-rokin.or.jp/sdgs/public/detail/id/136
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フードバンク
ながおか

• ながおか子ども笑顔プロジェクトで
支援をしているひとり親世帯の皆さんに
は必要な支援品を選んでもらう「フード
パントリー」方式で農産物等の支援品の
配布を行っています。
• 福祉市民体験農園「ＯａｓｉｓＲ」で
収穫された野菜も多く寄贈いただき、
必要な方に配布しています。



フードバンク
ながおか
• 福祉市民体験農園「ＯａｓｉｓR」で
行われる、イベントにはながおか子ども
笑顔プロジェクトで支援をしているひと
り親世帯の皆さんを無料でご招待いただ
いています。
• 参加された方からは、子どもたちに
自然とふれあう機会をいただき、楽しい
思い出作ることができましたなど、感謝
の言葉をいただいています。



サツマイモの苗植え 社会体験「働く」ということ

・家の代わりである私たちの施設は
子どもたちの生活する場所です。衣
食住を中心に子どもたちが心身共に
すこやかに成⾧できるように支援し
ていますが、１年を通して余暇活動
にも力を入れています。楽しいこと
はもちろんですが、社会体験を通し
て社会生活に必要なことを学ぶこと
も目的の一つとしています。

・いろいろな人たちと交流をするこ
と、また働くことをどのように伝え
たらいいのかと思っています。その
中でUNEの皆さんの活動に参加でき
ることはとても貴重な社会体験に
なっています。

聖母愛児園



終わった後のお楽しみ 苦あり楽あり

・家の代わりである私たちの施設は子
どもたちの生活する場所です。衣食住
を中心に子どもたちが心身共にすこや
かに成⾧できるように支援しています
が、１年を通して余暇活動にも力を入
れています。

・楽しいことはもちろんですが、社会
体験を通して社会生活に必要なことを
学ぶことも目的の一つとしています。

・いろいろな人たちと交流をすること、
また働くことをどのように伝えたらい
いのかと思っています。その中でUNE
の皆さんの活動に参加できることはと
ても貴重な社会体験になっています。

聖母愛児園



原信労働組合
 2020年5月、コロナ感染症防止のため、
３密を避けた組合活動を模索する中、
社会貢献活動へ繋がる

 屋外参加型活動が見込める農園運営に
着手しました。

 ＵＮＥさんにトラクターで耕しても
らったり、草刈り機で除草をして貰っ
たりと援助をして頂きました。



原信労働組合
 そのおかげで、7月にはジャガイモ、
タマネギが収穫でき、その一部は
フードバンク様に寄贈しました。

 また、定期大会等でも組合員に販売し、
その収益をフードバンク様に寄付しま
した。



連合中越



連合中越



市民協働
センター

 きょうどう畑は、やりたい人がやりた
い時にやりたいことをする。そんな
緩やかな畑LIFEを楽しむ仲間が集まっ
てます。



市民協働
センター

 自分が植えたい野菜を育てるもアリ。
みんなで一緒に植え付けから収穫まで
楽しむこともアリ。

 引っ越しや子育てなどライフスタイル
の変化によってメンバーも変わってま
すが、それも問題ありません。

 なんでもアリな自由な場所です。



認定特定非営利
活動法人UNE

・イベントでは、畑で農作業を行い

農業の大変さ、大切さを学びます。

遊休農地を利用した、ヨモギの栽培、

収穫を通して農福連携を学びました。

・そしてがんばって汗をかいたあと

は、UNEの料理長特性のおいしい食
事をみんなで一緒に食べました。



認定特定非営利
活動法人UNE
・秋の収穫のイベントでは、聖
母愛児園の皆さんと協力して大
きなハロウィンカボチャの収穫
をしました。
・20kgを超える大きなものもあ
りましたが、グループを作り、
大きな布を使い、知恵と力を出
し合って２００個ものカボチャ
を運びました。


